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これまでの議論を踏まえた工期設定の考え方について
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公共土木における工期設定について（例）
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発注者による適正な工期設定
• 準備・後片付け期間、週休2日を前提とした休日・降雨日に
よる不稼働日の適切な設定

• 余裕期間制度の原則活用
• 工期設定支援システムの活用
• 工期設定の条件明示
• 施工時期の平準化

受注者が工期の範囲内で施工
• 工事工程の受発注者間での共有
• 受注者の責によらない工程の遅れが生じた場合の、発注者に
よる適切な工期変更・経費計上

【公共工事品質確保法】
第7条（発注者等の責務）
六 公共工事等に従事する者の労働時
間その他の労働条件が適正に確保される
よう、公共工事等に従事する者の休日、
工事等の実施に必要な準備期間、天候
その他のやむを得ない事由による工事等
の実施が困難であると見込まれる日数等
を考慮し、適正な工期等を設定すること。

【工事請負契約書】
第1条（総則）
3 仮設、施工方法その他工事目的物を
完成するために必要な一切の手段につい
ては、この契約書及び設計図書に特別の
定めがある場合を除き、受注者がその責
任において定める。

事業スケジュールを踏まえた予算要求

【詳細は、「直轄土木工事における適正な工期設定指針」等による。】

事前調査の十分な実施

確実な図面審査
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公共建築における工期設定について（適切な工期確保のために発注者が行うべき事項）
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【詳細は、「公共建築工事における工期設定の基本的考え方」による。】

調
査
及
び
設
計

• 適切な条件明示による契約
工期に影響を及ぼす質問への明確な回答、施工条件の明示
総合評価の技術提案において工期短縮に関する技術提案を求めない

• 工期・工程の適切な管理
遅滞ない設計意図伝達、迅速な承諾行為とワンデーレスポンスの実施
工事の進捗状況の的確な把握（設備工事、内装工事等の後工程の適正化、受電日
以降の設備の総合試運転調整に必要な期間の確保）
設計図書の施工条件と現場の状態が一致しない場合等における適切な設計変更、
工期変更等の検討

• 適切な工期を入札条件として設定

• 事前調査の十分な実施

• 事業スケジュールを踏まえた予算要求（現地調査、関係者との協議及び調整、設計、入
札契約手続、施工に要する期間を想定した事業全体のスケジュールの検討）

• 確実な図面審査

• 工事発注を円滑に進めるための工夫
工事施工時期の平準化（債務負担行為の積極的活用等）
技術者を過剰に拘束しないための契約上の工夫（余裕期間の設定等）

敷地・施設現況等の把握による施工段階での手戻りの防止

工事発注を円滑に進めることに
よる適切な工期の確保

現況と図面との不整合をなくすことによる施工段階での手戻りの防止

施工段階での適切な工期の確保

適切な工期による施工

施工段階での適切な工期の確保

施工段階での適切な工期の確保

施工段階での適切な工期の確保• 適切な工期の設定（「公共建築工事における工期設定の基本的考え方」、建築工事適
正工期算定プログラム（日建連）の活用）
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成果物のイメージ

＜工事発注準備段階で留意するべき事項＞
（１）自然要因
寒冷・多雪地域、冬期休止、雨天・台風日（雨休率の設定 等）

（２）イベント
休日・残業時間、特別休暇設定（例：年末年始、夏季、ゴールデンウィーク 等）、駅伝やお祭り等 交通
規制がかかる時期、農作業の時期 等

（３）契約方式
契約段階における工程計画の作成が、後の施工段階にも影響を及ぼす場合がある（例：設計が完成するまで
は施工に移れない）ことを踏まえ、契約段階から適正な工期設定に努める

（４）用地買収
調整に要する時間に注意

（５）関係者との調整
住民説明会、警察や占用企業者等との調整に要する時間

（６）行政への申請
許可がおりるまでに要する時間

（７）その他
・他の工事の開始/終了時期により、当該工事の施工時期や全体工期等に影響が生じうる場合は、その影響
を考慮した工期設定を行うこと

・施工時期や施工時間、施工工法等の制限がある場合は、それらを考慮した工期設定を行うこと
※施工段階においても、現場の状況を踏まえて留意。

（１）資材・人材調達
資材の流通状況、人材の調達に要する時間

（２）資機材の管理等
工事用資機材の保管及び仮置きが必要な場合や、支給材料及び貸与品がある場合は、
その場所の設置や物品の引き渡し等に要する期間

準備

施工

後片付け等
（１）基礎工事杭
山留、根切、切梁・構台

（２）躯体工事
構法、鉄骨、柱・外壁

（３）仕上げ工事
外部仕上げ、内部仕上げ、部屋数、設備、制作・準備期間

（４）路上工事
拡幅を伴わない現道上における工事の場合、現況交通を確保しながら施工するた
め、工事の作業効率が低下する点に留意

・官公署の完了検査
・引き渡し前の後片付け、清掃
等の後片付け期間

・受電日以降の設備の総合試運
転調整に必要な期間の確保

※中身の詳細については、これまでの発表・議論を踏まえ、次回以降具体的に検討
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